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竹本 修三（1965 年卒） 
１．はじめに 
1909 年に京都帝国大学理工科大学助教授として赴任した志田 順（1876～1936）は、1920 年に日
本で初めての『地球物理学科』を京都帝国大学に設立した功績だけでなく、弾性地球の変形を表現
する際の定数の一つである「志田数（Shida Number : l）」の提唱者として、百年後の今でもその名前
が残っている（Shida、1912)。この 1912 年の志田の論文は、全体として 300 ページに近い大著であ
るが、6 つの独立した章と短いConcluding Remark から成っている。このなかで、後に「志田数」と
呼ばれる定数は、松山基範（1884～1958）と共著の第 6 章：Change of Plum Line referred to the Axis of 
the Earth as found from the Result of the International Latitude Observations（277～284 ページ）のなかで
導かれている。志田は松山の協力を得て、上賀茂地学観測所におけるレボイル・パシュウィツ式傾
斜計で得られた観測データの解析のほか、水沢をはじめ北緯 39 度に近い世界 6 ヵ所の緯度観測所で
得られた 1900 ～1908 年の 9 年間の緯度変化の測定結果に含まれる潮汐変化を求める過程で「志田


































の年に広島高等師範学校教授に赴任してきた志田 順と巡り合っている。基範は 1907 年に広島高師








その後 1936 年に豊浦中学校の校庭に重力・経緯度観測記念碑が建立されたが、この年の 6 月に理
学部長になっていた松山基範は、別府と阿蘇の理学部附属研究所を視察した帰途、10 月 15 日に母
校の豊浦中学校を訪れている。 





 松山基範は 1908 年 9 月に京都帝国大学理工科大学物理学科に入学し、1909 年の夏以降、文部省
測地学委員会の重力測定の仕事に加わることになった。それ以後、重力は彼の主要な研究テーマの
一つとなった。1911 年 7 月に同学科を卒業後、同年 9 月に大学院（地球物理学専攻）に進学し、新
城新蔵、志田 順の指導を受け、重力・地磁気・地震の研究を行った。 
測地学委員会による国内の重力測定は、振子式の重力計を用いて 1915 年までに全国 122 点で測定
が行われた（日本地学史編纂委員会, 2001）。松山基範は 1911 年から新城新蔵の仕事を引き継ぎ、国
内の重力測定を精力的に実施した。その後、重力測定の地域は朝鮮半島、中国東北部（満洲）、台湾、






松山は、1915 年 1 月からマリアナ諸島やマーシャル諸島の重力測定を行っているが、マーシャル
諸島のヤル―ト島に 3 ヵ月滞在し、エトヴェシュ型重力偏差計を用いた重力場変化の精密測定を行
っている（前中, 2006)。彼はこの測定から重力偏差と環礁の基盤との関係についての研究を行い、
それをまとめた論文が 1918 年に発表され、これが松山の学位論文となった（Matuyama, 1918)。 
松山は、志田 順が唱えた「深発地震の存在」の物理的根拠を明らかにする目的で、志田に協力し









在外研究員として米国及び欧州への留学を命ぜられ、理論地質学研究のために 1919 年 5 月にシカゴ
大学のThomas Chrowder Chamberlin 教授のもとに旅立った。シカゴ大学では、氷河の氷の運動につ
いての実験的研究に着手し、氷河の上に雪が降り続いてその荷重により起こる氷の変形、すなわち
流動の研究を行った。実験は、氷の棒に天秤皿を吊り下げて、それに 1g の重さの陶器の小片を 1
分ごとに 1 つずつ静かに加えて行き、2 昼夜かけて氷の棒の変形の時間的変化を調べたという（前
中, 2006)。この研究（Matsuyama, 1920）は、氷河学のその後の発展に寄与したと評価され、英国南
極地名委員会（UK-APC）は、1960 年に南極半島のグレアムランド西岸沖（66°40′S 、 66°35′
W）の海中の岩石群を“Matuyama Rocks”と命名した。 
松山は、米国滞在後、欧州を視察して 1921 年 12 月に帰国した。そして、1922 年 1 月に創設直後
の地質学鉱物学教室第一講座（理論地質学講座）の教授に就任した。彼は、地質学鉱物学教室に移
ってからも地すべりや地震の地球物理学的研究を続けており、1922 年 3 月に兵庫県美方郡照来村で
大規模地すべりが発生すると、直ちに現地調査のために出張し、そのメカニズムを調べた。その後
も 1923 年 8 月の近江雄琴村、1932 年 2 月の大阪府河内堅上村で発生した地すべりの調査を行って
いる（理学部・地質学鉱物学科, 1943)。 
1923 年 9 月 1 日に関東地震（M=7.9）が発生したが、東京帝国大学地震学教室の今村明恒は、こ
の地震の直後に震災予防調査会・会長事務取扱代理として 25 名の委員の関東大地震に関する調査事
業の分担を決めている（今村, 1924)。このなかで、「(1) 地震観測に関する件」の担当として今村が
選んだメンバーは、今村明恒、志田 順、中村左衛門太郎（臨時委員）の 3 名であった。松山基範も
地震発生後、震災予防調査会から嘱託員として「東京府下及千葉、神奈川、静岡の 3 県下震災地調
査のため 30 日の出張」を依頼され、直ちに東上し、途中で各地の測候所の地震計データの収集や被
災地における聞き取り調査を行った。その後も小川琢治や中村慎太郎らと協力して、1925 年 5 月 23







































海軍はこの観測に協力することになり、まず 1931 年 7 月、測定に関して潜水艦の知識を与えるため
に、平山 信 測地学委員会委員長ほか委員数名に潜水艦呂号第 59 号に便乗し、館山湾まで往復する
機会を与えた。翌 1932 年 7 月にはオランダから測定機器も到着し、同年 10 月に京都帝大の松山基
範、熊谷直一および東京帝大の坪井忠二が海軍の呂号第 58 号に乗り込み相模湾で 5 点の測定を実施
した。 
1933 年にリスボンで開催された IUGG 第 5 回総会では、前回同様に日本近海の重力測定を行うこ
とを希望し、さらに海洋中の孤島における重力測定も実施することが望ましいとの決議がなされた。
これを受けて、松山らは 1934 年 8 月～ 9 月に南洋諸島の重力測定を行い、250～350 ミリガルとい
う大きな重力異常値を検出したほか、1934 年 10 月に海軍の潜水艦呂号第 57 号にベーニング・マイ
ネス型海上重力測定装置を搭載して相模湾から日本海溝上を鋸歯状に航行し、釧路沖まで計 29 点の
測定を実施した。さらに、松山らは1935年10 月に伊号第24号で相模湾より小笠原諸島まで計31 点
の重力測定を行った。得られた結果は、1936 年にエジンバラで開催された IUGG 第 6 回総会で報告
され、松山らの日本海溝における負の重力異常の発見は、国際的に高い評価を得た。 






タンフォード大学のAllan V. Cox 教授の提唱により、地質時代で最後の逆磁極期が「松山逆磁極期
（Matuyama Reversed Epoch）」と命名された(Cox, et al., 1964)。この地球磁場の逆転説が、その後、
プレート・テクトニクスの学説を生みだすきっかけの一つとなったことは広く知られている。1929




松山基範は、「重力偏差及び岩石磁性に関する地球物理学的研究」で 1932 年 5 月 10 日に現在の学
士院賞に相当する東宮御成婚記念賞を受賞している。 
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